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なぜ過労死は起きたのか？

東京新聞社会部 記者 中澤 誠1
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①：３６協定って

¢日本では本来、残業は例外

¢法律（労働基準法）で、１日の労働時間は８時間と定め

ている。８時間を超えて従業員を働かせた場合、雇用主

に罰則が科される。

でも、世の中では当たり前のように残業が行われている。

なぜ、残業できるの？
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◆例外の存在

¢従業員（労働者側）と雇用主（使用者側）とが、何時間ま
で労働時間を延長できるか話し合い、両者で協定を結
べば、１日８時間を超えて働かせることができる＝残業さ
せることができる。

この協定が「３６（サブロク）協定」

◆いくらでも延長可

¢ １ヵ月に最大４５時間まで延長できる＝一般条項

¢ ただし、特別な事情があれば、１年のうち半年までに限
り、さらに延長できる。上限なし＝特別条項
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※３６協定届：労使で協定を結ぶと事業所
ごとに管轄の労働基準監督署に提出する
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◆過労死ライン

過労死の認定基準の一つであり、厚生労働省が仕事が
原因でなくなる可能性が高いと警告しているライン

※月80時間の残業→毎日4時間残業

◆矛盾

¢国は「過労死が起きますよ」と警告しながら、月８０時間
以上残業できる３６協定を結んでも企業は違法に問わ
れない。

¢ ダブルスタンダードが長時間労働を助長

1ヵ月におおむね１００時間か、
2～6ヵ月におおむね80時間を超える残業
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②：使い潰される若者たち

２０１6年度の過労自殺・うつ ： １０～2０代116件
→ 過去最悪。16年前（7件）の16倍

2016年度の過労死 ： 10~20代6件、30代17件
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※厚生労働省がまとめた精神疾患の労災認定件数

30代136件

～20代
116件
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◆電通での過労自殺の事例

２０１５年４月：高橋まつりさんが電通に入社

６月：デジタル広告の部署に配属

１０月：本採用になり、業務が多忙に

１２月：社宅から身を投げる。享年２４歳

２０１６年９月：三田労働基準監督署が過労自殺と認定
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■「お母さんを楽にしてあげたい」

・まつりさんは東大卒業後、電通に入社

・６月からネット広告の部署に配属

自動車保険や証券会社のネット広告を担当

１週間ごとにデータ分析と顧客向けにリポート

・１０月から部署の人数が14人から６人に
・休日出勤や深夜残業を繰り返す。ほぼ５３時間
連続で会社にいた記録も

・亡くなる直前の残業は月１０５時間に達していた

・社内飲み会の準備。終われば反省会
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■高橋まつりさんのSNSの書き込みと残業時間

（※残業時間は、遺族側が入退館記録やパソコンの記録などから集計）

2015年4月電通に入社

残業時間6月デジタル・アカウント部に配属

10月1日本採用

13日「休日返上で作った資料をボロくそに言われた もう体も心もズタズタだ」
10月9日
～

11月7日

１３１時間

21日「もう4時だ 体が震えるよ… しぬ もう無理そう。つかれた。

27日「弱音の域ではなくて、かなり体調がやばすぎて、倒れそう…」

11月5日「土日も出勤しなければならないことが決定し、本気で死んでしまいたい」

12日「がんばれると思ってたのに予想外に早くつぶれてしまって自己嫌悪だな」

12月9日「はたらきたくない １日の睡眠時間２時間はレベル高すぎる」
11月19日
～

12月18日

99時間

16日
「死にたいと思いながら こんなストレスフルな毎日を乗り越えた先に何が残
るんだろうか」

17日

「目も死ぬし心も死ぬし、なんなら死んだほうがよっぽど幸福なんじゃない
かとさえ思って、今日は、死ぬ前に送る遺書メールのＣＣに誰を入れるの
がベストな布陣を考えてた」

20日
「男性上司から女子力がないだのなんだのと言われるの、笑いを取るため
の いじりだとしても我慢の限界である。（中略）鬱だ」

25日母親に「仕事も人生も、とてもつらい。今までありがとう」とメール。自殺
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■人が人として扱われない職場

▽過労体質

社員心得「鬼十則」…「死んでも放すな」
長時間労働をいとわない社風

▽徹底した顧客ファースト

顧客から無茶な注文も応じるビジネススタイル

▽パワハラ・上下関係

「君の残業時間の２０時間は会社にとって無駄」

「新入社員は奴隷」と評する元社員も

▽過大な仕事量

まつりさんの部署で広告掲載を巡る不正発覚

電通「恒常的に人手不足だった」 11



■繰り返された悲劇

1991年にも入社2年目の男性社員が過労自殺
2000年の最高裁判決で、電通の企業責任を認める

企業が社員の健康管理に取り組むきっかけに

電通も再発防止に取り組んだはずだったが…

2000年6月23日
東京新聞夕刊１面
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■変わらぬ企業体質

１９９１年の過労自殺後、電通は再発防止

出退勤をＩＣカードで管理、産業医による面談

電通「適正な勤務管理、長時間労働抑制を実施」

しかし…
2013年6月、30代の男性社員が過労死
2014年6月、関西支社が違法残業で是正勧告
2015年8月、東京本社でも是正勧告

12月、まつりさんが自殺 13



■形だけの再発防止

・社員が労働時間を自己申告

・会社の入館ゲートで社員の出
退勤を記録し、申告時間と１時
間以上のズレがあれば、会社
が理由を確認する

実際は…
・私事在社 ≠ 労働時間
・ゲートの記録とズレがあっても
自己啓発や食事など虚偽報告

・月70時間の残業上限に収ま
るよう過少申告が横行

【まつりさんの勤務実態】

10月
25日
（日）

【在社時間】

入館19：27

26日

退館6：05
10時間38分

入館6：05

32時間39分

27日

9時間41分

退館14：44

入館15：01

28日

退館0：42

入館9：28

退館23：16
13時間48分 14



■電通は変わるのか

まつりさんの労災認定後

2016年１０月 厚労省東京労働局が本社を立ち入り

11月 各労働局が本社・支社などを家宅捜索

→刑事事件に発展
12月 東京労働局、まつりさんの上司らを書類送検

石井直社長が辞任表明

2017年 １月電通と遺族が再発防止で合意書

2月山本敏博新社長「２年で労働改革進める」
4月各労働局が電通と支社幹部らを書類送検
７月 電通を略式起訴→東京簡裁は正式裁判に

10月 「違法な長時間労働が常態化」と簡裁判決

→電通に罰金50万円
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③：蔓延する長時間労働

・大手、中小に限らず長時間労働に依存

・パートを除く社員の労働時間は年２０００時間超

（ドイツは１３００時間台、フランスは１４００時間台）

・全労働者が下がっているのは非正規の増加が影響

・残業は、２０１４年で年１７３時間。過去２０年で最長

全労働者, １７２４

パート除く,２０２４
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月100時間以
上

37社

月80時間
未満

28社

月80時間以上
100時間未満

34社

■大手企業の７割が「過労死ライン」以上の残業可

関西電力 192時間
ＪＴ 180時間
三菱自動車 160時間
ソニー 150時間
清水建設 150時間
三菱マテリアル 145時間
東京電力 144時間40分
昭和シェル石油 140時間
ＮＴＴ 139時間
東芝 130時間
日立製作所 128時間
ＮＥＣ 120時間
丸紅 120時間
京セラ 120時間
パナソニック 120時間

2014年の東京新聞調査

※各本社の36協定届の残業の
上限時間。部署ごとに異なる場
合は最長の時間で比較
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「経営側は需給調整のため、労働時間に柔軟性を持た
せたいという思いがある。円高などで今、国内で事業
を続けるのは大変。過労死は重要な問題だが、法律で
残業時間を定めるなど労働規制を強めれば、企業はま
すます活力を失い、成長は望めなくなる」

企業の本音とは…

（2012年の残業上限調査に対する経団連コメント）

◆大手９９社にアンケート（2015年1～2月）
・ 上限引き下げるつもりない：回答６４社中４５社

理由→「一定量の残業勤務が発生することもある」

・ ４５社のうち３２社が「過労死ライン」以上の上限

・２０１２年から上限を引き上げた企業８社
理由→「業務集中時にも上限を守るため」 18



「社員の命を犠牲にして業績を上げる企業が
優良企業と言えるのでしょうか」

・「私たちの人生には失敗という文字はない」

・「頑張りすぎないで、どこかにＳＯＳを出してほ
しいし、逃げてほしい」

まつりさんの遺影とともに
記者会見に臨んだ母の
幸美さん＝１月、都内で
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∇脆弱な法規制

長時間労働を抑制する３６協定が形骸化

→労使合意とは名ばかり、会社の意向そのまま

∇労働組合の弱体化

労組の組織率は年々減少。現在２割を切る

労組があっても労使協調から歯止めにならず

∇監督官不足

労働法を取り締まる労働基準監督官

東京２３区では、監督官１人で３０００事業所を担当

人手が足りず、十分に監視の目が行き届かない

④：なぜ日本人は働き過ぎなの？
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長時間労働がはびこる職場風土

長い景気低迷で、職場環境さらに悪化

∇行き過ぎた利益至上主義

社員への過大なノルマ

経営者のコンプライアンス低下

∇人件費削減

非正規雇用の拡大

減った正社員の責任と仕事量が増大

∇「ブラック企業」台頭

新卒の就職難を逆手に、採用した若者を使い潰す

労働者を犠牲にした格安商戦で急成長
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■国も長時間労働是正に着目

労働人口の減少が国の課題に

ただし、働き手を増やすには長時間労働が障害

・少子化を助長

・過労死・メンタル不調 →貴重な人材を食い潰す
・主婦や高齢者には長時間労働は無理

安倍政権が「１億総活躍社会」を宣言

2017年3月、政府が働き方改革で残業上限規制

原則1ヵ月45時間以内、最長で月100時間未満
年間では720時間以内 22



⑤：就活のワナ

近年、人手不足で採用増。ただし…

嘘の好条件で募集する「求人詐欺」が横行

「ホワイト企業」と思って入社したら、低賃金・過重労働

【求人詐欺の事例】

・基本給２０万円
→残業代５万円込み
・残業代３万円
→いくら残業しても３万円
・事務職採用
→営業回りもあり 23



昨年３月の東京新聞朝刊より →

知ることが
自分を守る
武器になる

就活でも、就職してからも
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⑥：結びに代えて

私たちも「過労社会」に加担

２４時間営業、即日配達、100円
ショップなど。より安く、より早く、
より便利に―

便利さの裏側に目を

・私たちの“わがまま”によって、
誰かが犠牲になっている

・私たちは労働者であり消費者

私たちの意識改革も必要
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